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3. 単室型SOFCの発電原理 

Fig.3にSOFCの発電原理を示す。燃料（CH4）と空気を混

合して供給し，アノードとカソードでの酸化還元反応 

アノード側 CH4 ＋ 1/2O2→2H2＋CO 

      CO ＋O2- →CO2 ＋2e- 

            2H2＋ 2O2- →2H2O＋4e- 

カソード側 O2＋4e- → 2O2- により電池として作動する。 

 

4.発電特性 

電解質として高酸素イオン伝導体

LSGMCO(La0.8Sr0.2Ga0.8Mg0.15Co0.05O2.8)のバルクを用いて，スクリーンプリント法でバルクの表面にAu, Pt電

極を取り付け，試験を行った。運転温度は600℃から50℃刻みで850℃まで変化させた。乾燥空気を100

または200ml/min流し，その酸素に対して，それぞれ2倍となる40，80ml/minのメタンを流した。 

 Fig.4 (a) に運転温度850℃，乾燥空気200ml/min，メタン80ml/minでの電圧電流特性測定結果を示す。

一般的な電池の傾向と同じように，取り出す電流を大きくしていくと，端子電圧が直線的に低下していっ

た。電流は最大で約1.2mAが得られ，電圧値と電流値の積から求めた電力は，最適動作点で電力が最大と

なる上に凸のカーブを描く特性になった。Fig.4 (b)に運転温度を変化した場合の，それぞれの運転温度に

おける最大電力値を示す。運転温度が高くなるにつれて，得られる電力も大きくなった。 
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(a) 運転温度 850℃での測定結果               (b)温度特性 

Fig.4 LSGMCO バルクセルでの電圧電流特性 

4.まとめ 

最初に，試作した簡易型特性試験装置の操作性（試料の装着，温度制御，ガス供給）を検討した。単

セルをマイクロ化できる構造の共面型 SC-SOFC を作製し，所定動作温度で，メタンと空気の混合ガスを

供給して発電を確認した。発電電力は，温度が高くなるにつれて増加したが，850℃でも 1mW/cm2程度

と小さい値であった。今回作製した装置は，SC-SOFC の評価装置として有効であり，小型で操作性に

も優れている。今後は，発電効率を上げるために，電解質と電極の界面での改質反応を高めるように，

基板サポートの構造の改良や電極の取り付け方法等を検討したい。 
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